
A：豊富な線維性結合組織中の腫瘍胞巣の散在
B：胞巣の辺縁に高円柱状細胞，中心部に扁平上皮へ

の分化を示す星状網細胞
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質量分析イメージングによるエナメル上皮腫に発現するリン脂質の解析
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MALDI-IMSを用いて，エナメル上皮腫に特徴的なリン脂質発現局在を網羅的に解析すること

ROI2:腫瘍間質

ROI1:腫瘍実質（胞巣部）
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ROI 1 腫瘍実質平均スペクトル

ROI 2 腫瘍間質平均スペクトル

エナメル上皮腫の腫瘍胞巣部領域に特徴的なピークに対応する m/z における化合物の局在をイメージングし，発現レベルが異なるリン脂質を複数見出した。

MALDI-IMSを用いてエナメル上皮腫の腫瘍胞巣部に特徴的に発現する候補リン脂質

を見出した。今後症例数を重ね，エナメル上皮腫における脂質の関与を明らかにする
予定である。
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► 試料中の分子をレーザー照射でイオン化し，得られた

マススペクトルと照射位置情報を基にイオンの分布を
可視化することにより，生体分子の局在情報を明らか
にできる手法

► 本手法により，がん組織に特異的なリン脂質の発現解
析が行われている。 ► Butler LM, et al. Adv Drug Deliv Rev. 2020. 

► Matsushita Y, et al. Cancers (Basel). 2021.

► Holzlechner M, et al. Cancer Rep (Hoboken). 2019. 
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マトリックス支援レーザー脱離イオン化法を用いた質量分析イメージング（MALDI-IMS）で脂質の生体内局在情報が得られるようになり，各種疾患への脂質代謝変動の関
与が示唆されている。エナメル上皮腫の病態においても脂質が関与している可能性があるが，その発現や重要性は分かっていない。
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ROI 1 腫瘍実質平均スペクトル
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イメージング画像

がん組織のリン脂質発現MALDI-IMS

Analysis methods 

ROI間の平均スペクトルの比較
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部位ごとの mas spectra を取得

cryostat at -20 °C (CM1950; Leica)

イメージング質量顕微鏡
iMScope TRIO (Shimadzu)

Imaging MS Solution version 1.12.26 (Shimadzu )

各m/zの信号分布を画像化

凍結サンプル薄切 (10 μm)

マトリックス (9-aminoacridine) 塗布

レーザー照射

Indium tin oxide (ITO) -coated glass slide (Bruker Daltonics)

蒸着温度：220 °C , 膜厚：1.0 µm

マトリックス蒸着装置 IMLayer (Shimadzu)

測定条件
測定範囲：m/z 600-1000
イオン化モード ：Positive・Negative
レーザー照射径 ： 50 µm
レーザーピッチ ： 50 µm×50 µm
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► 組織切片のHE染色画像上で腫瘍
実質と間質からROI1とROI2を
選択

► エナメル上皮腫の腫瘍実質（胞巣部）に特徴的に強い
シグナルがみられたイメージング画像の典型例

エナメル上皮腫の腫瘍胞巣部に特徴的に発現する候補リン脂質を複数見出すことができたため，本疾患の病態におけるリン脂質
の関与をさらに詳しく解析する必要性が示唆された。

► 各ROI の平均スペクトル強度を
Welch‘s t-test で検定
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p = 0.0016
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► m/z600-1000の範囲からPositive-ion mode およびNegative-ion modeにおいて2つの領域間でのシグナル強度が有意に
異なるピークを複数確認できた。
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